
 

 

 

 

西の風新聞で紹介されました。 

 

 

 

連携協働の学校づくり 

～大久野小学校と東京大学大学院との連携協働による認知症学習プログラムの開発～ 

子どもたちにとって、認知症学習プログラムを活用した学びや気づきは、認知症の理解に留まらず、自分の良

さや可能性を認識するとともに、他者を価値ある存在として尊重し、多様性を認め合い、多様な他者と協働しな

がら、様々な社会的変化や困難を乗り越え、自己のしあわせと共に他者、社会の幸せをも実現する持続可能な社

会の作り手となる基盤を育むことにつながります。 

 

 

 


